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研究成果の概要（和文）：本研究では、河口域において、外洋及び河川から運ばれる流入資源が、その場の生物群集に
どの程度寄与しているのかを検討した。その結果、河口域の生物群集は海洋由来と河川由来の双方から流入する餌資源
に依存し、両者の資源量が豊富な河口域には多様な生物群集が形成されていた。河口域に形成される生物群集には有用
種が多数含まれ、従って、それらの生物資源の持続的利用には、海洋と河川の両者の繋がりが重要であることが示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：Estuarine habitats are common ecotones that receive both riverine and marine 
materials. I have observed the essential role of allochthonous resources in the species diversity of 
estuarine faunal communities. I undertook field surveys of several estuaries of the Izu peninsula in 
Japan, and analyzed carbon and nitrogen stable isotopes of organisms to determine the utilization 
patterns of allochthonous resources for estuarine animals. The results have indicated that estuarine 
fauna utilize marine and riverine allochthonous resources and that faunal diversity is influenced by the 
abundance of allochthonous resources.

研究分野：海洋生態学
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１．研究開始当初の背景 
河口域は、海洋生態系の中で最も高い生産性
を誇り、食糧供給や二酸化炭素吸収、水質浄
化作用を通じて人類に多大な恩恵をもたら
す。しかし、そうした生態系機能の拠所とな
る生物生産過程については踏み込んだ議論
がなされておらず、その理解は大きく立ち遅
れている。本研究では、既往研究に基づき、
河口域の有する高い生産性が、海洋と河川か
ら流入する資源、すなわち、他生的資源に依
存すると考えた。そして、そのような他生的
資源が、餌資源としてだけではなく、生物に
隠れ家や巣穴の材料を提供することで空間
資源として機能すると仮定し、その機能を検
証する事とした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、伊豆半島南部の河口域において、
外洋および河川からの他生的資源が、河口域
の生物群集にどの程度寄与しているのかを
検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
調査は伊豆半島南部の鍋田浜、大浜及び弓ヶ
浜に注ぐ 3 つの河口域で行った。いずれの河
口域も砂浜が発達しており、砂浜を主要調査
地とした。それぞれの砂浜において、毎月の
大潮時に調査を行った。他生的資源の流入量
を把握するため、満潮時および干潮時の表層
水を 300ml 採水し、ガラス繊維濾紙で濾過し
て、濾紙上に懸濁態粒子を捕捉した（各潮時
で n=15 ずつ）。このうち、5 検体を強熱減量
に供して総有機物量を求め、残り 5検体をク
ロロフィル測定、他の 5 検体を炭素・窒素安
定同位体分析に供することで、有機物の由来
を求めた。 
また、それら他生的資源の流入量に対応した
底生動物の分布状況を把握するため、底生動
物の定量採集を行った。採集には直径 10cm、
長さ 30cm のコアサンプラーを用いて、底泥
ごと採集し、それを目合い 1mm メッシュでふ
るい、メッシュ上に残った底生動物を採集し
た。これを 10%中性ホルマリンで固定し、種
同定、計数及び評量した。さらに、底生動物
の定性採集を行い、それらを炭素・窒素安定
同位体分析に供することで、餌資源の起源を
求めた。 
 
４．研究成果 
底生動物の種数、個体数、生物量は、外洋お
よび河川の両者からの他生的資源が多い浜
で大きくなる傾向が認められた。実際に、底
生動物が利用する資源の由来を検討した結
果、他生的資源が多く利用されていた。 
河口域に形成される底生動物群集には有用
種が多数含まれ、従って、それらの生物資源
の持続的利用には、海洋と河川の両者の繋が
りが重要であることが示唆された。 
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